
ループも，地域連携の必要性を感じつつも，漠然とし

た不安があることが分かった。

２年次には，記述者（ → 人），記述量（総抽出

語数 → ）が増え，地域連携に対する関心の高

まりとともに， ～ の６つのグループが存在してい

ることが分かる（図 ）。

グループ ・ ・ は，カリキュラムの充実による成

果とともに，カリキュラム改善や 推進担当の在り

方，時間外勤務への配慮などに言及したグループで

ある。１年次の漠然とした不安から具体的な課題へ

と変化していることが分かる。グループ ～ は，地

域の方への感謝，学力向上への期待，子どもの姿の変

容，地域愛と地域貢献に言及したグループであり，成

就感や達成感，コミュニティ・スクールの有効性を感

じていることが分かる。これは，地域と連携・協働し

た「日の里カリキュラム」の構築と実践が有効であっ

たと考える。

８ 成果と課題

【成果】

社会に開かれた教育課程を目指す「日の里カリキ

ュラム」の構築と，機能化を図るための組織編成や実

働化に向けた サイクル（６つのステップ）を確

立したマネジメントを行ったことで，学園運営協議

会委員の当事者意識の向上と教員の不安軽減，地域

連携・協働に関する意識に向上が見られた。

【課題】

〇地域連携・協働カリキュラムの継続，充実を図るた

めの組織編成の再考

〇保護者や地域住民の当事者意識の向上のための取

組（環境の充実，啓発活動など）の工夫
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